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2020 年度事業報告 

（2020 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日） 

 

 Ⅰ トピック                      

 

 １．重点事業  

（１）新型コロナウイルス対策支援事業 

【実施結果】 

NPO のための新型コロナウイルス対策に係る各種業務… 

情報収集：89 件／支援施策、自治体からのお知らせ、助成金等 

アンケート調査：2 件／広島県、全国 

情報発信：93 件／ホームページ、Facebook、メール案内等 

相談対応：112 件／専用電話、FAX、メール、面談等 

ネットワーク：71 団体／CIS（「新型コロナウイルス」NPO 支援組織社会連帯） 

政策提言：3 件／広島県、広島市、NPO 議員連盟 

助成金配分：50,000,000 円／中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム休眠預金等活用事

業 2020 年度コロナ枠、17 団体（うち広島県 3 団体）50,000,000 円（うち広島県 10,500,000 円） 

資金調達：280,900 円／47 都道府県「新型コロナウイルス対策」地元基金 

メディア掲載：5 件／中国新聞、四国新聞 

 

【実施内容】 

①NPO 向けの感染対策や支援に関する情報の収集・発信 

□省庁・自治体・助成財団等から NPO 向けの支援施策や助成金等の情報を収集し、ホームページ・

Facebook・メール案内を通して発信した。 
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＜ひろしま NPO センターのホームページに設置した特設ガイド（下記太枠部分）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アンケート調査 

□2020 年 3 月 31 日（火）～2020 年 4 月 10 日（金）に、広島県内の NPO を対象として、「新型

コロナウイルス感染症対策に係るＮＰＯ等支援のための緊急アンケート調査」を実施し、132 件

（うち NPO 法人は 91 団体）の回答を得た。調査結果から、新型コロナウイルス感染症が NPO

や地域等に大きな影響を及ぼしていることと、「団体・法人の経営」 「事業・活動の運営」 「地

域・住民」の課題を把握した。 

□全国の NPO 支援センターと連携して、2020 年 6 月 30 日～8 月 14 日に全国の NPO 向けのオ

ンライン調査「新型コロナウイルス感染拡大への対応及び支援に関する NPO 緊急アンケート」

を行い、569 組織から回答を得た。とりまとめた報告書を基に NPO 議員連盟や関係省庁に制作

提言すると共にマスコミに情報提供した。 

 

③相談対応 

□広島市からの委託事業「NPO 法人の相談・支援事業」を通して、専用の相談窓口を設置し、情

報収集・発信や相談対応を実施した。 

＜コロナの影響を受けた NPO 法人（法人格の有無や市内外の団体問わず）の相談対応実績＞ 

時期 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 計 

相談数 19 17 10 11 15 9 7 10 10 108 

 



2 

 

④ネットワーク 

□松原が呼びかけ人の一人として、全国の NPO 支援センターと連携して CIS（「新型コロナウイ

ルス」NPO 支援組織社会連帯）を立ち上げ、毎月の定例オンライン会議を通して全国各地の情

報交流や支援策の検討等を行い、アンケート調査や政策提言等を実施した。 

 

⑤政策提言  

□アンケート調査結果を基に、「新型コロナウイルスの影響による NPO 及び多様な市民活動の存

続危機に対する支援に関する要望書」を 4 月 21 日（火）に広島県知事に提言し、その結果とし

て補正予算で「NPO 法人等活動継続支援金」が創設され、活用のための周知に協力した。また、

4 月 30 日（木）に広島市長に提言し、市民活動推進課と協議の上、補正予算で「NPO 法人の相

談・支援事業」を創設し、委託事業としてひろしま NPO センターが受託し、NPO への相談対

応や支援を実施した。 

□全国アンケート調査を基に、NPO 議員連盟や関係省庁に政策提言した結果、持続化給付金につ

いて NPO を対象とすることや寄付型 NPO の枠組み設置等、NPO 向けの支援施策の拡充を図

った。 

 

⑥資金調達 

□全国のコミュニティ財団や NPO 支援センターと連携して、「47 コロナ基金（47 都道府県「新

型コロナウイルス対策」地元基金）」を立ち上げ、コロナ禍による課題解決に取り組む NPO に

助成するための資金調達を行っている。 

 

⑦メディア掲載 

□中国新聞（5/20）：新型コロナウイルスによる NPO の影響及び対応に係る取材記事新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □中国新聞（6/9）：広島県・広島市に要望書を提出した際の共同通信社配信記事 
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  □四国新聞（10/21）：CIS 全国アンケート結果の発信に係る取材記事 
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  □中国新聞（11/3）：広島県の「NPO 法人等活動継続支援金」に係る取材記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □中国新聞（11/21）：CIS 全国アンケート結果の発信に係る取材記事 
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【成果と課題】 

成  果 

○情報発信や相談対応等によって、コロナ禍における会議や行事の運営方法、省庁・

自治体の支援制度の創設や改善、NPO による支援制度の活用や資金獲得に繋がっ

た。 

○アンケート調査やネットワークを通じて政策提言を実施し、その結果として NPO

を対象とした支援施策が整備された。 

○一連の取組がメディアに多く掲載され、コロナ禍における NPO の状況について幅

広く発信することができた。 

課  題 

○支援制度の対象とならない団体、活動自粛による社会サービスの停止、長引くコロ

ナ禍の影響等から、多面的な支援制度や継続的な支援が必要である。 

○特に、IT 活用のためのノウハウや整備に係る資金調達、コロナ禍における災害対

応への備え、NPO の置かれた状況に対するステークホルダーの理解等が求められ

ている。 

 

（２）新ビジョン・中長期計画づくり 

【実施結果】 

年間を通じて、事務局定例ミーティングや理事会、各事業所のスタッフとの協議を重ねて、新ビジョ

ン・中長期計画（案）の構成や内容を作成した。 

 

＜新ビジョン・中長期計画（案）の構成＞ 

（１）新ビジョン・中長期計画づくりにあたって 

   ①はじめに 

   ②ひろしま NPO センターのあゆみ 

   ③市民社会づくりの過去・現在・未来を見据えて 

（２）新ビジョン・中長期計画 

   ①新ビジョン・中長期計画の枠組み 

   ②新ビジョン 

   ③中長期計画 

 

【成果と課題】 

成  果 

○ひろしま NPO センター及び全国の市民セクターのこれまで経緯や実績を整理し

ながら、課題の抽出や分析を行い、今後目指したいビジョンや具体的な中長期計画

の概要を作成した。 

○組織内部の関係者で議論を重ねることを通して、組織運営する上での共通認識や

相互理解、今後に向けた目標形成を育むことができた。 

課  題 

○当初は 2020～2029 年度を計画期間として設定していたが、今年度は新型コロナウ

イルスの対応への業務を優先したため、計画期間を 2021～2030 年度に変更して検

討を進めた。 
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○また、組織内部で検討した内容について、年度後半に広島県で新型コロナの感染状

況が悪化したことから、組織外部と協議する機会を設けることが難しかったため、

計画（案）を基に 2021 年度にステークホルダーとの協議・検討の機会を設けてブ

ラッシュアップと運用を図る。 

 

 

（３）新事務所・拠点整備事業 

【実施結果】 

広島市市民局市民活動推進課と協議を行い、広島市の方針やコロナ禍等の事情をふまえて、幟会館共

同事務所について 1 年間の延長を判断し、今年度も継続して運営を行った。ただし、2022 年 3 月末

を以って完全退去する予定。 

また、一般社団法人教育ネットワーク中国や広島県等との連携事業によって運営している広島県民文

化センターの「サテライトキャンパスひろしま」について、特定非営利活動法人スペシャルオリンピ

ックス日本・広島からの相談により、2022 年 11 月に広島で開催される「スペシャルオリンピックス

2022 広島」の大会事務局を共同運営する活用方法を検討した。 

 

【成果と課題】 

成  果 

○新ビジョン・中長期計画づくりと合わせて、新事務所・拠点整備の課題や構想につ

いて時間をかけて情報整理を行うことができた。 

○広島県民文化センターの大学連携室（サテライトキャンパスひろしま）について、

当初は新事務所・拠点整備のために事業終了を検討していたが、スペシャルオリン

ピックス 2022 広島との連携により、大会事務局として活用する方針が決まった。 

課  題 
○中心市街地は家賃が高いが、コロナ禍の影響で空き物件が多く出てきているため、

2021 年度前期には具体的な移転先や機能について検討を行う必要がある。 
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 Ⅱ 組織運営                      

 

 １．組織体制  

（１）会 員 

正 会 員：58 名・団体・社（個人・NPO：57 名・団体、企業：1 社） 

協力会員：93 名・団体（個人・NPO：97 名・団体） 

 ※2021 年 3 月末時点 

 

（２）事務局 

【職員数】 

28 名（常勤 11 名、非常勤 17 名） 

【事務局運営スタッフ】 

NO 氏 名 勤務形態 役 職 役 割 

1 松原 裕樹 常勤 専務理事、事務局長 事務局統括、業務運営責任者 

2 山本 祐二 常勤 常務理事 総務・経理、業務運営責任者 

3 増田 勇希 常勤 プロジェクトマネージャー 業務運営責任者 

4 香川 恭子 常勤 プロジェクトマネージャー 業務運営責任者 

5 松村 渉 常勤 プロジェクトマネージャー 業務運営責任者 

【業務運営スタッフ】 

NO 事業名 事業所 スタッフ数 

1 
令和 2年度中国環境パートナーシップオフィ

ス（EPO ちゅうごく）管理運営等業務 
広島市 常勤：4 名、非常勤 1 名 

2 JICA 中国 開発教育支援事業 東広島市 非常勤 1 名 

3 
広島市地域子育て支援拠点事業等に係る補

助事業（中区、南区） 
広島市 常勤 2 名、非常勤 15 名 

 

（３）役 員 

役 職 氏 名 所 属 区 分 

代表理事 

安藤 周治 特定非営利活動法人ひろしまね 理事長 県北部 

中村 隆行 
広島経済大学 スポーツ経営学科 准教授、興動館プ

ロジェクトセンター長 
NPO 

副代表理事 
三好 久美子 公益財団法人ひろしまこども夢財団 理事長 県東部 

山本 一隆 中国新聞社会事業団 理事長 県西部 
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専務理事 松原 裕樹 
特定非営利活動法人ひろしま NPO センター 事務

局長 
NPO 

常務理事 山本 祐二 特定非営利活動法人ひろしま NPO センター NPO 

理事 

金谷 信子 

児玉 宏 

西本 尚士 

茶山 ちえ子 

 

平尾 順平 

遠山 勇希 

広島市立大学国際学部 教授 

特定非営利活動法人コーチズ 理事 

広島商工会議所 総務部長 

特定非営利活動法人 WAC 広島ふれあいセンター 

理事長 

特定非営利活動法人ひろしまジン大学 代表理事 

特定非営利活動法人ひろしま NPO センター 

学識経験者 

NPO 

経済団体 

NPO 

 

NPO 

NPO 

監事 
久笠 信雄 

赤羽 克秀 

弁護士 

公認会計士・税理士 
 

 

 ２．通常総会の開催  

（１）第 21 回通常総会 

日  時 令和元年 6 月 13 日（土）10:00～12:00 

場  所 ひろしまオフィスセンター 

（広島市南区荒神町 3-35） 

出 席 者 正会員：77 名（うち、会場：9 名、オンライン：2 名、書面評決：56 名、議長等

への委任：13 名） 

議  題 １）2019 年度事業報告及び決算報告（案） 

２）2020 年度事業計画及び活動予算（案） 

３）役員の選任 

４）新ビジョン・中長期計画 

備  考 オンライン会議システム「Zoom」を併用した開催 

 

 ３．理事会の開催  

（１）第 1 回理事会 

日  時 令和 2 年 5 月 29 日（金）16:00～18:00 

場  所 ひろしま NPO センター 

（広島市中区八丁堀 3-1 幟会館 2F 会議室） 

出 席 者 理事：8 名、監事：1 名 

議  題 １）2019 年度事業報告及び決算報告 

２）2020 年度事業計画及び活動予算 
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３）役員の選任 

４）新ビジョン・中長期計画の検討 

 

（２）第 2 回理事会 

日  時 令和 2 年 12 月 8 日（火）16:30～18:00 

場  所 ひろしま NPO センター 

（広島市中区八丁堀 3-1 幟会館 2F 会議室） 

出 席 者 理事：7名、監事：1名 

議  題 １）2020 年度事業の進捗報告及び決算予測 

 

（３）第 3 回理事会 

日  時 令和 3 年 3 月 26 日（金）16:30～18:00 

出 席 者 理事：7 名、監事：2 名 

場  所 ひろしま NPO センター 

（広島市中区八丁堀 3-1 幟会館 2F 会議室） 

議  題 １）2020 年度事業の進捗報告及び決算予測 

２）会員規程（案） 

３）就業規則及び賃金規程（案） 

 

 

 ４．その他  

（１）認定 NPO 法人の認定申請 

 □認定 NPO 法人の認定申請に係る書類を所轄庁である広島市に提出し、審査が行われている。 
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 Ⅲ 事業運営                      

 

 １．事業概要  

 

区分 事 業 名 事業内容 事業期間 実施場所 収益形態 

（１）情報収集提供事業 

継続 情報収集・発信 

NPO 支援に関するイベント・助成

金・施策等の情報収集や、ホームペ

ージ・Facebook・ニュースレター等

を通じた発信。 

年間 全国 自主財 

継続 データベース構築・活用 

各地の団体・取組・課題等の情報の

記録・整理や、事業推進のためのデ

ータ活用。 

年間 全国 自主財 

（２）各種団体の運営支援事業 

①資金循環システムの構築 

継続 市民ファンドとの連携 

公益財団法人コミュニティ未来創造

基金ひろしまと連携した NPO の資

金調達支援。 

年間 県内 自主財 

継続 ひろしま NPO サポート倶楽部 
ゆうちょ銀行の口座寄付を財源とし

た NPO への助成金配分。 
年間 県内 寄付金 

継続 ろうきん NPO 寄付システム 
中国労働金庫の口座寄付を財源とし

た NPO への助成金配分。 
年間 県内 寄付金 

新規 FAAVO 広島 

購入型クラウドファンディングを株

式会社エネルギア・コミュニケーシ

ョンズと共同運営。 

年間 県内 自主財 

②組織基盤強化 

継続 
イーパーツリユース PC 寄贈プロ

グラム 

認定 NPO 法人イ―パーツと連携し

た、企業リユース PC の NPO への

寄贈仲介。 

年間 県内 自主財 

継続 
NPO 事務局センター・NPO 事務

支援カンファレンス 

全国の NPO 支援センターと連携し

た、NPO の事務・経営支援。 
年間 全国 

自主財・ 

利用料 

継続 什器備品等の寄贈プログラム 
県内企業等から寄贈された什器備品

等の NPO への寄贈仲介。 
年間 全国 自主財 

③人材育成・ノウハウの提供 

継続 
課題解決型長期インターンシップ 

「ネルコラボ」 

有限会社 S-Produce.と連携した、 

大学生の長期インターシップや企
年間 県内 自主財 



11 

 

業・社会人との交流機会の創出。 

継続 
ソーシャルビジネス支援ネットワ

ークひろしま 

日本政策金融公庫・広島銀行と連携

したソーシャルビジネス推進のため

の相談対応・セミナー等の実施。 

年間 県内 自主財 

継続 地域課題解決ネットワーク 
広島市・経済団体等と連携した、UIJ

ターン・創業・事業継承の支援。 
年間 県内 自主財 

継続 廿日市市市民活動相談業務 
廿日市市市民活動センターの相談窓

口業務の支援。 
年間 廿日市市 受託料 

継続 

「福山市まちづくりサポートセン

ター」ボランティア・NPO 等相談

業務 

福山市まちづくりサポートセンター

の相談窓口業務の支援。 
年間 福山市 受託料 

新規 
SDGs 体験プログラムメニュー開

発業務委託 

体験型教育旅行における SDGs プロ

グラムの開発及び民泊家庭の人材育

成。 

9～3 月 庄原市 受託料 

④拠点提供 

継続 
NPO・市民活動団体向けの活動拠

点を提供する共同事務所事業 

広島市と連携した幟会館の共同事務

所の運営や NPO のインキュベーシ

ョン支援。 

年間 広島市 
自主財・ 

利用料 

継続 サテライトキャンパスひろしま 

教育ネットワーク中国と連携したサ

テライトキャンパスひろしまの運営

や会議室を活用した交流支援。 

年間 広島市 自主財 

（３）調査・研究・政策提言事業 

継続 中国 5 県中間支援組織連絡協議会 

中国 5 県の NPO 支援センターと連

携した情報・ノウハウ・人材交流や、

中国 5 県の共通課題を解決するため

の協働取組の展開。 

年間 中国地方 自主財 

（４）啓発・研修事業 

継続 JICA 中国開発教育支援事業 

JICA 中国と連携した国際協力の担

い手育成のためのプログラム企画や

施設展示、広報等。 

年間 中国地方 受託料 

継続 
Green Gift 地球元気プログラム

2019-2020 

東京海上日動火災保険株式会社・日

本 NPO センター等と連携した、親

子向けの環境保全活動の伴走支援。 

4～9 月 中国地方 受託料 

継続 
Green Gift 地球元気プログラム

2020-2021 

東京海上日動火災保険株式会社・日

本 NPO センター等と連携した、親

子向けの環境保全活動の伴走支援。 

10～3 月 中国地方 受託料 

新規 
JICA 中国青年研修「ミャンマーコ

ース」 

JICA 中国と連携したミャンマーの

青年行政官の訪日研修の企画運営。 
冬時期 中国地方 受託料 
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継続 

令和 2 年度中国環境パートナーシ

ップオフィス（EPO ちゅうごく）

管理運営等業務 

環境省との協働による、中国地方の

環境パートナーシップ拠点・中国地

方 ESD センターの運営や協働取組・

ESD に関する事業の推進。 

年間 中国地方 受託料 

継続 
ひろしま「山の日」県民の集い実行

委員会事務局 

広島県・市町・環境団体等と連携し

た県民参加の森づくり運動の実行委

員会事務局。 

年間 県内 受託料 

継続 

2021年度地球環境基金助成金説明

会の開催に係る業務（中国地区） 

 

地球環境基金の助成金説明会（中国

地区）の開催及び助成金審査に係る

情報提供等。 

年間 中国地方 受託料 

（５）ネットワーク・連携推進事業 

継続 相談対応業務 
NPO・ボランティア・市民活動に関

する各種相談の対応。 
年間 全国 自主財 

継続 中国 NGO ネットワーク 

中国地方の NGO の活動発展や連携

促進のための事業やネットワーク事

務局の運営。 

年間 中国地方 自主財 

継続 広島 NGO ネットワーク 

広島県の NGO の活動発展や連携促

進のための事業やネットワーク事務

局の運営。 

年間 県内 自主財 

継続 ひろしま未来交流会 
立場・分野・地域・世代をこえて広

島を語り合う交流会の企画運営。 
年間 県内 自主財 

継続 
東日本大震災県外自主避難者等へ

の情報支援事業 

中国 5 県の NPO 支援センターやひ

ろしま避難者の会アスチカと連携し

た避難者への支援活動。 

年間 中国地方 自主財 

（６）子育て・子育て支援に関する事業 

継続 
広島市公募型常設オープンスペー

ス「つばさ（中区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業等に

係る補助事業を活用した子育てオー

プンスペース（中区）の運営や親子

の交流機会等の支援。 

年間 広島市 

自主財・ 

補助金・ 

利用料 

継続 
広島市公募型常設オープンスペー

ス「いいね（南区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業等に

係る補助事業を活用した子育てオー

プンスペース（南区）の運営や親子

の交流機会等の支援。 

年間 広島市 

自主財・ 

補助金・ 

利用料 

（７）その他目的を達成するために必要な事業 

継続 委員・講師等の派遣 
各主体から依頼のある委員会・協議

会・セミナー等への委員・講師派遣。 
年間 全国 

自主財・ 

謝礼金 

新規 SDGs 推進のための事業 

広島県（SDGs 未来都市）や各主体

と連携した SDGs 推進のためのネッ

トワーク形成や交流機会、協働取組

年間 全国 自主財 
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等の実施。 

継続 協力・後援・連携事業の推進 
各主体から依頼のある会議・行事等

への参加や開催協力。 
年間 全国 

自主財 

ほか 

新規 新型コロナウイルス対策支援事業 

新型コロナウイルスの影響にある

NPO の支援に係る調査・情報発信・

相談対応・政策提言、全国や県内の

各主体と連携した支援の実施。 

年間 全国 
自主財・ 

寄付金 

継続 

中国 5 県休眠預金等活用コンソー

シアム休眠預金活用事業 2019 年

度通常枠 

中国 5 県の NPO 支援センターと連

携した休眠預金活用のためのコンソ

ーシアム事務局の運営や助成事業の

展開。 

年間 中国地方 助成金 

新規 

中国 5 県休眠預金等活用コンソー

シアム休眠預金活用事業 2020 年

度コロナ枠 

中国 5 県の NPO 支援センターと連

携した休眠預金活用のためのコンソ

ーシアム事務局の運営や助成事業の

展開。 

年間 中国地方 助成金 

新規 

中国 5 県休眠預金等活用コンソー

シアム休眠預金活用事業 2020 年

度通常枠 

中国 5 県の NPO 支援センターと連

携した休眠預金活用のためのコンソ

ーシアム事務局の運営や助成事業の

展開。 

年間 中国地方 助成金 

新規 

中国 5 県休眠預金等活用コンソー

シアム休眠預金活用事業 2020 年

度コロナ枠（2 期） 

中国 5 県の NPO 支援センターと連

携した休眠預金活用のためのコンソ

ーシアム事務局の運営や助成事業の

展開。 

年間 中国地方 助成金 

継続 平成 30 年 7 月豪雨災害支援活動 

行政・社協・NPO 等と連携した西日

本豪雨災害の復旧・復興のための活

動支援や関係機関との協働事業の展

開。 

年間 県内 
自主財・ 

寄付金 

新規 令和 2 年度熊本豪雨災害支援活動 

災害ボランティア活動支援プロジェ

クト会議等と連携した、令和 2 年度

熊本豪雨災害の支援活動。 

年間 県外 
自取材・ 

助成金 
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 ２．実施内容  

（１）情報収集提供事業 

①情報収集・発信 

NPO に係る活動や支援の状況、主体間ネットワークの形成に資する情報等を収集した。収集にあ

たっては、NPO・行政（国、県、市町村）・企業等の報道発表資料・関連刊行物・報告書、必要に応

じマスコミやインターネットの情報、メルマガ等を活用するとともに、関係団体・機関との情報交

流を実施した。 

また、ホームページを通して、広島県内で実施される各主体の行事、補助金・助成金情報等、

NPO 活動に関わる団体等の基盤強化、連携強化に資する情報を発信すると共に、Facebook ページ

を活用して主催行事や協力事業、活動状況を中心に情報発信を展開した。 

 

＜ホームページ（http://npoc.or.jp/）＞ ＜Facebook ページ（https://www.facebook.com/hiroshima.npoc）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ニュースレター等の発行＞ 

区分 発行時期 掲載内容 

ニュースレタ

ー4 月号 

2020 年 4 月 〇新型コロナウイルス感染症対策に関する NPO 向け情報 

○緊急アンケートのお願い 

お知らせ 2020 年 6 月 〇NPO 法人向け Q&A 集（新型コロナウイルス感染症の影響に

伴うよくある質問 ） 

〇2020 年度ひろしま NPO センター子育て部門のご案内  

〇家庭訪問型子育て支援ホームスタート  

ニュースレタ

ー8 月号 

2020 年 8 月 ○NPO 法人のための新型コロナウイルス感染症の相談窓口 

〇国・自治体の支援施策 

〇助成金情報 

〇認定 NPO 法人等の制度情報 

〇コロナにおける災害支援 

https://camp-fire.jp/faavo
http://npoc.or.jp/）＞
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〇NPO 寄付募集お役立ち情報「つながる募金」 

ニュースレタ

ー11 月号 

2019 年 11 月 ○事務局長あいさつ 

＊全国の被災状況 

＊ボランティア不足に対して 

＊広島から全国への恩送り 

○災害復興活動のご報告 

○書籍のご紹介 

○安全点検のご案内 

お知らせ 2021 年 1 月 ○新型コロナウイルス感染症対策 NPO 向け情報  

〇中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 オンライン公募説明会  

〇中国ろうきんNPO寄付システム 2020年度寄付金配分団体募

集要綱 

〇2020年度ひろしまNPOサポート倶楽部 寄付金配分団体募集

のご案内  

〇KOSODATE NPO TIMES 

お知らせ 2021 年 3 月 〇中国 5 県コロナ対応緊急支援助成（第 2 期）オンライン公募説

明会 

〇新年度（2021 年度）以降の 広島県民文化センター6F 会議室

の貸出終了について 

 

（２）各種団体の運営支援事業 

《資金循環しいステムの構築》 

①ひろしま NPO サポート倶楽部 

郵便貯金と連携した寄付募集及び NPO 法人への助成金配分を行った。 

助成団体：7 団体 

助成総額：650,000 円 

＜助成団体＞ 

NO 団体名 所在地 助成額 

1 NPO 法人アニマルセラピー協会 東広島市 100,000 円 

2 NPO 法人ひろしまレクリエーション協会 広島市 100,000 円 

3 NPO 法人広島水球クラブ 広島市 50,000 円 

4 NPO 法人コーチズ 広島市 100,000 円 

5 NPO 法人広島県森林管理協会 三次市 100,000 円 

6 NPO 法人らぽーる 呉市 100,000 円 



16 

 

 

②ろうきん NPO 寄付システム 

中国労働金庫の NPO 寄付システムと連携した寄付募集及び NPO 法人への助成金配分を行った。 

助成団体：６団体 

助成総額：300,000 円 

＜助成団体＞ 

NO 分 野 団体名 所在地 助成額 

1 保健・医療・福祉 NPO 法人 nicoloop 広島市 50,000 円 

2 保健・医療・福祉 
NPO 法人ひろしまピンクリボンプロジ

ェクト 
広島市 50,000 円 

3 
学術・文化・芸術・

スポーツ 
NPO 法人福山ブルガリア協会美術館 福山市 50,000 円 

4 子どもの健全育成 
NPO 法人いきいきアクティビティサー

ビス 
安芸郡 50,000 円 

5 子どもの健全育成 NPO 法人はぴままクローバー 尾道市 50,000 円 

6 環境保全 NPO 法人グリーンラインを愛する会 福山市 50,000 円 

 

③FAAVO 広島 

「FAAVO 広島 by CAMPFIRE」を株式会社エネルギア・コミュニケーションズと共同運営。3 件

のプロジェクトについてクラウドファンディングの伴走支援を行った。 

クラウドファンディング伴走支援：3 件 

支援プロジェクト金額：2,557,209 円 

＜FAAVO by CAMPFIRE の Web サイト（https://camp-fire.jp/faavo） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://npo-office-support.jp/
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《組織基盤強化》 

①NPO 事務局センター・NPO 事務支援カンファレンス 

全国のNPO支援センターと連携したNPOの事務・経営支援。新型コロナウイルス対応に係るNPO

の総会や事業報告、定款変更の解説動画を発信した。 

 

＜NPO 事務局センターの Web サイト（https://npo-office-support.jp/）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《人材育成・ノウハウの提供》 

①廿日市市市民活動相談業務 

廿日市市市民活動センターの相談業務の支援。団体設立、資金調達、助成金・支援制度、組織・活

動運営等の相談対応を行った。 

実施概要：毎月第 2・4 木曜日 

 

②「福山市まちづくりサポートセンター」ボランティア・NPO 等相談業務 

福山市まちづくりサポートセンターの相談業務の支援。団体設立、資金調達、助成金・支援制度、

組織・活動運営等の相談対応を行った。 

実施概要：毎月第 3 木曜日 

 

 

https://www.facebook.com/hiroshima.npoc
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《拠点提供》 

①NPO・市民活動団体向けの活動拠点を提供する共同事務所事業 

広島市と連携した幟会館の共同事務所の運営。7 団体の入居及び 3 団体のレターボックスの管理運

営を行った。 

共同事務所入居団体：7 団体 

レターボックス利用団体：3 団体 

 

＜入居団体＞ 

NO 団体名 

1 中国留学生会 

２ 企業経営研究塾（2020 年 12 月退去） 

３ ピアサポート子育て相談センター（2020 年 11 月退去） 

４ one dream 

５ 特定非営利活動法人 I PRAY 

７ 日韓企業・文化研究所 

＜レターボックス利用団体＞ 

NO 団体名 

1 特定非営利活動法人障害者年金ヘルプデスク 

2 特定非営利活動法人日本インクルーシブ教育研究所 

3 一般社団法人百人邑 

 

 

（３）調査・研究・政策提言事業 

※新型コロナウイルス対策支援事業に含む。 

 

 

（４）啓発・研修事業 

①Green Gift 地球元気プログラム 

東京海上日動火災保険株式会社の CSR 事業と連携した親子向けの環境保全活動（2 団体）の伴走支

援。ミズシマ・パークマネジメント・ラボラトリー（岡山県倉敷市）では未利用の商業施設跡地の空

間再生、特例認定特定非営利活動法人三段峡-太田川流域研究会（広島県安芸太田町）では、三段峡と
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体験活動の魅力を発信する PR 動画制作（7 本）を行った。 

 

＜ミズシマ・パークマネジメント・ラボラトリーの取組＞ ＜三段峡-太田川流域研究会の取組＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②JICA 中国開発教育支援事業 

本事業は、地域・市民の異文化理解、国際理解を高めるとともに、国際協力の担い手の育成を目的

として、業務従事者 1名が JICA中国内にデスクを構え、JICA中国を訪問する教育機関、市民団体向

けの訪問プログラムの企画運営、高校生対象の夏季プログラム、管内展示等を実施した。 

年間施設訪問数：約 20 件／小中高大学、社会人 

高校生プログラム参加数：約 40 名／オンライン実施 

館内展示内容：4 半期ごとに展示更新を実施 

広報事業：教育機関向けパンフレットの作成 

 

③令和 2 年度中国環境パートナーシップオフィス管理運営等業務 

環境省等との協働による中国地方の環境パートナーシップ拠点及び中国地方 ESD 活動支援センタ

ーの業務運営。SDGs 未来都市である広島県と連携し、大学生が企業等を訪問して SDGs ビジネスを

可視化し発信するプロジェクト等をコーディネートした。 

 

＜広島県 SDGs ビジネスセレクトブック 2020「With コロナの社会へ向けた SDGs とビジネス～広島

県における企業等のトランスフォーム～」＞ 
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（５）ネットワーク・連携推進事業 

①相談対応業務 

NPO・ボランティア・市民活動等に関する各種相談に対応した。 

相談件数：568 件 

 

＜相談対応の内訳＞ 
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②ひろしま未来交流会 

立場・分野・地域・世代をこえて広島を語り合う交流会を開催（毎月第 2 金曜日）した。 

実施回数：10 回 

参加者数：延べ 122 名 

 

＜実施概要＞ 

回 日程 参加者数 おしゃべりテーマ 

第70回 2020年 

6月12日（金） 

19:00～21:00 

12 名 コンビニ袋いくらなら買わないか？／広島の若者文化

／コロナ後の広島×SDGs／非難されない飲み歩き方／
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第71回 7月10日（金） 

19:00～21:00 

7 名 マスクの日／オススメの本・映画／平和公園のレスト

ハウス／夏を涼しく感じる方法／ 

第72回 8月7日（金） 

19:00～21:00 

10 名 福山の名物／オンライン飲み会／広島の中山間地域／

広島の人口減少／SDGs×税理士の裏話 

第73回 9月11日（金） 

19:00～21:00 

13 名 豊かな広島湾を残すために、人口ゴミを減らすには？

／広島の原点／意外に知らない広島／Zoomの楽しさ／

Zoomなどのオンライン面接・会議のトラブル／住んで

みたい広島の土地 

第74回 10月9日（金） 

19:00～21:00 

14 名 広島のおいしい喫茶店・カフェ／本屋が成り立つには

／コロナ禍における広島中心部の活性化／広島陸軍被

服支廠跡地の活用／Zoomでできる新しいこと／新卒に

求めること／県民性 

第75回 11月13日（金） 

19:00～21:00 

13 名 子どもがより本を読んでもらうために／100年後の広島

の平和の話／にぎわいの活性化／中国地方の温泉／新

卒の職員に与えられるもの／STU48の活用方法 

第76回 12月11日（金） 

19:00～21:00 

12 名 ソーシャルディスタンスのクリスマス会／西部リサイ

クルセンターに聞きました／移住したいランキング2位

／GoToを使わずに賑わうまち・お店／カープの復活 

第77回 2021年 

1月15日（金） 

19:00～21:00 

8 名 日赤の運営／オンラインクリスマス会の報告／コロナ

後どうしたいか＋ベーシックインカム／コロナで儲け

る方法／コロナ禍の広島の遊び／日米のAI＋教育 

第78回 2月12日（金） 

19:00～21:00 

15 名 データサイエンスとヘルスケア／広島の本屋さんをど

うにかしたい／福山市のイベントで販売するドリンク

のアイデア募集／結婚式のあり方をどうするか／黒瀬

の交通手段／商店街の活性化 

第79回 3月12日（金） 

19:00～21:00 

18 名 和紙ちぎり絵の伝承／高齢化社会におけるペット／新

しい本屋の形／広島のカフェ事情／日用品が環境に及

ぼす影響／地域活性化研究会／コロナ禍における本通

りの治安の悪化／ペット×SDGs×災害 

※2020 年 4・5 月は新型コロナウイルス感染拡大に係る緊急事態宣言が発令されたため延期。 

 

③東日本大震災県外自主避難者等への情報支援事業 

ひろしま避難者の会「アスチカ」が実施する福島県外避難者生活再建支援拠点事業の「くらしに

よりそう情報マップ（広島版）」の制作協力を行った。 
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（６）子育て・子育て支援に関する事業 

①広島市公募型常設オープンスペース「つばさ（中区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業等に係る補助事業を活用した子育てオープンスペース（中区）の運

営や親子の交流機会等の支援を行った。 

 

＜子育て親子の交流の場の提供＞ 

開設日数：156 日 

利用者数：3,640 名 

大人：1,794 名／男性：70 名、助成：1,724 名 

小人：1,846 名／0 歳児：587 名、1 歳児：876 名、2 歳児：295 名、3 歳児：68 名、その他：20 名 

 

＜子育てに関する相談・助言の実施＞ 

相談対応件数：114 件 

生活に関すること：52 件、育児等に関すること：21 件、発育・発達に関すること：33 件、その

他：8 件 

 

＜地域の子育てに関する情報提供＞ 

提供方法：スペース内に掲示、配架、ホームページへの掲載、LINE、インスタグラムなど 

提供内容：中区の子育てサークル、健康相談、幼稚園・保育所の情報、マザースハローワーク、助

産師会のオンライン相談、新型コロナに関する情報、市民と市政に掲載されている情報、防災に

関する情報（備蓄、避難、避難場所など） 

 

＜子育て及び子育て支援に関する講習会等の実施＞ 

実施実績：43 回 

講習会：43 回 

利用者数：894 名／大人：435 名、小人：459 名 

 

＜ホームスタートによる訪問支援活動＞ 

利用者数：322 名／大人：145 名、小人：177 名 
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＜出張ひろばの実施＞ 

開設日数：17 日 

利用者数：370 名 

大人：186 名（男性：4 名、女性：182 名） 

小人：184 名（0 歳児：112 名、1 歳児：68 名、2 歳児：4 名） 

 

＜一時預かり事業の実施＞ 

実施日数：178 日 

預かり児童数：337 名 

 

②広島市公募型常設オープンスペース「いいね（南区）」 

広島市地域子育て支援拠点事業等に係る補助事業を活用した子育てオープンスペース（南区）の運

営や親子の交流機会等の支援を行った。 

 

＜子育て親子の交流の場の提供＞ 

開設日数：172 日 

利用者数：5,581 名 

大人：2,692 名（男性：148 名、助成：2,543 名） 

小人：2,889 名（0 歳児：1,071 名、1 歳児：1,277 名、2 歳児：407 名、3 歳児：88 名、その他：

46 名） 

 

＜子育てに関する相談・助言の実施＞ 

相談対応件数：149 件 

生活に関すること：70 件、育児等に関すること：19 件、発育・発達に関すること：42 件、その

他：18 件 

 

＜地域の子育てに関する情報提供＞ 

提供方法：スペース内に掲示、配架、ホームページへの掲載、LINE、インスタグラムなど 

提供内容：南区の子育てサークル、健康相談、幼稚園・保育所の情報、マザースハローワーク、助

産師会のオンライン相談、新型コロナに関する情報、市民と市政に掲載されている情報、防災に

関する情報（備蓄、避難、避難場所など） 
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＜子育て及び子育て支援に関する講習会等の実施＞ 

実施実績：52 回／交流会：3 回、講習会：49 回 

利用者数：925 名／大人：455 名、小人：470 名 

 

＜ホームスタートによる訪問支援活動＞ 

利用者数：72 名／大人：38 名、小人：34 名 

 

 

（７）その他目的を達成するために必要な事業 

①委員・講師等の派遣 

担当者 実  績 

安藤 周治 【理事長】特定非営利活動法人ひろしまね 

【理事】作木観光協会副会長 

【理事】三次広域商工会 

【理事】一般社団法人 みよし観光まちづくり機構 

【評議委員】公益財団法人マツダ財団 

【評議員】公益財団法人コミュニティ未来創造基金ひろしま 

【委員】広島県河川整備基本方針等検討委員会 

【幹事】ひろしま国際交流サミット 

【委員】さとやま未来円卓会議 

【就任】山口県 中山間地域コーディネーター＆アドバイザー 

【副会長】ローカルマニフィスト中国運営委員 

【大使】北海道むかわ町大使 

【就任】総務省地域力創造アドバイザー 

【評価委員】総務省 過疎地域等自立活性化交付金事業 

【座長】国土交通省 水源地域支援ネットワーク運営会議 

【審査委員長】国土交通省 水の里の旅コンテスト 

【理事】コミュニティ政策学会 

【認定】内閣府地域活性化伝道師 

【評価委員】総務省集落ネットワーク圏形成事業 

【委員】国土交通省新たな担い手等による水源地域在り方検討会 

【就任】公益社団法人青少年育成広島県民会議 青少年育成指導者 

中村 隆行 【委員】広島市男女共同参画推進センターゆいぽーと 
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【運営委員】広島市ボランティア情報センター 

【委員】呉市市民協働推進委員会 

【委員】江田島市まちづくり助成金審査委員会 

【審査委員】JICA 草の根事業外部審査委員会 

【副理事長】自治労 自治研究センター 

【委員】三原市空き家対策審議会 

【委員】三原市文化芸術未来検討委員 

【共同代表】日本ファンドレイズ協会中国チャプター 

【評議員】公益財団法人広島県男女共同参画財団 

【委員】第 37 回全国都市緑化ひろしまフェア実行委員会 

【委員】広島県共同募金会社会課題解決プロジェクト広域テーマ募金検討委員会 

【評議員】広島県社会福祉協議会 

【評議員】広島市社会福祉協議会 

【副会長】広島県障がい（児）者と手をつなぐ県民会議 

【幹事】中国地域コミュニティビジネス/ソーシャルビジネス協議会 

【評価委員】岡山県 NPO ボランティア支援センター 

【認定】内閣府地域活性化伝道師 

三好 久美子 【理事長】公益財団法人ひろしまこども夢財団 

【委員】広島県国土利用計画審議会 

【委員】尾道市協働のまちづくり委員会 

【監事】公益社団法人青少年育成広島県民会議 

【委員】広島県食育推進会議 

【副会長】広島県博物館協議会 

【委員】広島県農村環境情報協議会 

児玉 宏 【役員】広島県プラチナ世代支援協議会 

【委員】広島市共同労働審査委員会 

松原 裕樹 【認定】内閣府地域活性化伝道師 

【顧問】特定非営利活動法人岡山 NPO センター 

【監事】特定非営利活動法人環境パートナーひろしま 

【監事】一般社団法人 Hello Hiroshima 

【幹事】ひろしま平和推進ネットワーク協議会 

【登録】広島県環境保全アドバイザー／広島県 

【登録】ひろしま里山チーム 500／広島県 

【副議長】広島市災害ボランティア活動連絡調整会議／広島市 

【審査員】RCC ラブ・グリーン賞／中国放送 

【審査員】2020 年こくみん共済 coop 地域貢献助成／全国労働者共済生活協同組合

連合会 

【サポーター】SOERU 第 4 回中国地域女性ビジネスプランコンテスト／一般社団

法人中国地域ニュービジネス協議会 
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【委員】広島県環境審議会／広島県 

【委員】三原市市民協働推進委員会／三原市 

【委員】広島県社会福祉協議会ボランティア活動・福祉教育推進委員会／（社福）

広島県社会福祉協議会 

【委員】地域の教育的課題に対応するプログラム実行委員会／（独法）国立青少年

教育振興機構 国立江田島青少年交流の家 

【実行委員】自然体験活動フォーラム in 江田島実行委員会 

【講師】ぼうさいこくたい 2020 セッション／広島県災害復興支援始業連絡会 

【講師】福山未来共創塾 2020／福山市 

【講師】ボランティア論／広島市立大学 

【講師】国立江田島青少年交流の家職員 SDGs 研修／（独法）国立青少年教育振興

機構 国立江田島青少年交流の家 

【講師】熊野町・坂町有志職員 SDGs 勉強会／自治体有志職員 

【講師】企業向け SDGsWEB セミナー／（公社）日本青年会議所 中国地区 広島

ブロック協議会 

【講師】シニアライフコーチャー養成講座／（特非）中国シニアライフアドバイザ

ー協会 

【講師】広島発の次世代型インターンシップ「ネルコラボ」（第２回）／（有）S-

Produce. 

【講師】プラチナ大学（三原市校）／（社福）広島県社会福祉協議会 

【講師】中海の自然再生と循環社会の再構築／（特非）自然再生センター 

【講師】総合的な探究の時間（１・２年生）／広島県立安西高等学校 

【講師】ボランティア論／安田女子大学 

【講師】探究活動（中学２・３年生、高校１年生）／安田女子中学・高等学校 

【講師】MIC 座談会／広島県立三次高等学校 

【講師】総合的な探究の時間（１年生）／広島県立三次高等学校 

【講師】SDGs 授業（１年生）／広島県立賀茂高等学校 

【講師】心理学科コミュニケーション実習 SDGs セミナー／広島国際大学 

【講師】防災士養成講座／広島工業大学 

【講師】家庭科授業（６年生）／広島市立比治山小学校 

【講師】府中商工会議所 SDGs セミナー／府中商工会議所 

【講師】みずしま滞在型環境学習コンソーシアムシンポジウム／公益財団法人水島

地域環境再生財団 

【講師】SDGs セミナー／広島青年印刷研究会 

【講師】江田島市教育旅行インストラクター研修／江田島海生体験交流協議会 

【出演】RCC ラジオ「おひるーな」／（株）中国放送 

【寄稿】岡崎純也税理士事務所 HP インタビュー／岡崎純也税理士事務所 

山本 祐二 【委員】広島市ひろしま街づくりデザイン賞受賞者選考審議会／広島市 

【委員】広島県社会福祉協議会地域福祉部会常任委員会／（社福）広島県社会福祉
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協議会 

【委員】広島県医療費適正化計画検討委員会／広島県 

遠山 勇希 【委員】広島県被災者生活サポートボラネット推進会議委員会／（社福）広島県社

会福祉協議会 

【講師】木ノ庄地区区住民懇談会／（社福）尾道市社会福祉協議会 

【講師】災害ボランティア養成講座／（社福）尾道市社会福祉協議会 

【講師】災害ボランティア連携協働会議／（社福）福山市社会福祉協議会 

【講師】広島県被災者生活サポートボラネット運営者研修（第 1 回）／（社福）広

島県社会福祉協議会 

【講師】広島県被災者生活サポートボラネット運営者研修（第 2 回）／（社福）広

島県社会福祉協議会 

【講師】入門講座／福山市立大学 

松村 渉 【理事】認定 NPO 法人陽だまり（組織基盤担当理事） 

【評価員】アドバンス評価評／（一財）非営利組織評価センター 

 

 

 

②SDGs 推進のための事業 

SDGs の達成を目指す様々な立場や世代が情報交流することを通して、それぞれの取組での活用や

SDGs の推進につなげることを目的として「ひろしま SDGs 交流会」を開催した。広島県等と連携

して 2020 年 5 月からスタートした。また、日常的に情報交換できるメーリングリスト「ひろしま

SDGs プラットフォーム」を立ち上げた。 

 

＜ひろしま SDGs 交流会＞ 

実施回数：10 回 

参加者：延べ 133 名 

メーリングリスト登録者：74 名 

＜実施概要＞ 

回 日  時 参加者 

第 1 回 5 月 20 日（水）15:00～16:30 12 名 

第 2 回 6 月 17 日（水）15:00～16:30 11 名 

第 3 回 7 月 21 日（火）15:00～16:30 15 名 

第 4 回 8 月 26 日（水）15:00～16:30 14 名 

第 5 回 9 月 30 日（水）15:00～16:30 12 名 

第 6 回 10 月 23 日（金）15:00～16:30 14 名 
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第 7 回 11 月 25 日（水）15:00～16:30 9 名 

第 8 回 12 月 21 日（月）15:00～16:30 10 名 

第 9 回 2 月 26 日（金）15:00～16:30 18 名 

第 10 回 3 月 24 日（水）15:00～16:30 18 名 

 

③新型コロナウイルス対策支援事業 

※重点事業に係る報告にて掲載。 

 

④中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム休眠預金等活用事業 

中国 5 県の NPO 支援センターと連携したコンソーシアムにより、休眠預金等活用事業の資金分配

団体を運営し、2019 年度通常枠募集（2020 年に採択決定及び契約）は 3 県（島根県、岡山県、広島

県）で 4 団体、2020 年度コロナ枠募集（2020 年に採択決定及び契約）5 県で 17 団体に助成金を配分

し伴走支援を行っている。 

 

助成団体：21 団体（うち広島県は 5 団体） 

助成総額：118,382,160 円（うち広島県は 34,500,000 円） 

 

＜2019 年度通常枠の実施概要＞ 

4 団体（うち広島県 2 団体） 

68,382,160 円（うち広島県 24,000,000 円） 

テーマ：中国 5 県における地域格差及び所得格差による課題を解決し、暮らし続けられる事業をつ

くる事業 

 ＜助成団体の事業概要＞ 

NO 対象県 団体名 助成総額 実施期間 

1 島根県 たすき株式会社 ¥22,602,160 2020 年 6 月～2023 年 3 月 

事業概要 まちをつなげる取り組みの第一弾として、地域自主組織と連携しながら三新塔

地区の商店街にある隣接する 2 棟の空き家を改修し、「働く」「泊まる」の機能

を持つ施設と「食べる」「集う」の機能を持つ施設を運営。「まちの縁側をつな

げる」というテーマをもとに、ハード・ソフト両面で境界を緩やかに共有できる

工夫を仕掛けていく。 

地域住民によるチャレンジが盛んに行われ、地域内だけでなく市外からも多く

の企業・学生が訪れる雲南市において、本施設をひとつのきっかけとして、住

民・行政・企業／大人・子ども／域内・域外、内外の垣根を超えた多様な交流を

促し、人とチャレンジの行き交う拠点を創出する。 
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2 岡山県 NPO 法人子どもシェル

ターモモ 
¥21,780,000 2020 年 7 月～2023 年 3 月 

事業概要 ・子どもシェルター運営事業 

・自立援助ホーム運営事業 

・児童養護施設等退所者に対するアフターケア事業 

・子どもの問題についての啓発活動 

・その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

3 広島県 NPO 法人湯来観光地域

づくり公社 
¥13,500,000 2020 年 4 月～2023 年 3 月 

事業概要 湯来町の衰退・人口減は、主要産業の「収益性の悪さ」、「人材不足」、「アク

セスの悪さ」等が要因となり、ここ 15 年で 2000 人以上減っている。そうした

現状に対し、本事業を活用して、収益性の高い観光のモデルを構築することで、

湯来町に包括的な地域経済循環を創出していこうというプロジェクトである。

広島市中心部から 1 時間圏内という近接性と、美しい自然を活用し、アドベン

チャーツーリズム事業、研修事業、サイクルツアー事業、温泉街再生に向けた、

飲食店立ち上げ事業を立ち上げ、収益性を高め、雇用を創出し、湯来に住む若者

世代を増やす。また、町内の事業者に収益が還元され、事業承継が可能となるこ

とで U ターンを増やす。 

4 広島県 NPO 法人 NPO 狩留家 ¥10,500,000 2020 年 06 月～2023 年 03 月 

事業概要 新たに整備する物流センターでの狩留家なす事業を核に、自助・共助の仕組みを

確立することで、地域の稼ぐ力をさらに向上させるとともに、主体的に参画する

狩留家人（ジン）を増やし、地域に「やればできる」というポジティブな雰囲気

を醸成し、その雰囲気が更なる人の参画を促す好循環に繋げる。その利益や住民

の参画が従来の活動や地域住民に還元されることで、地域の活力と経済の好循

環がさらに加速し、自立した持続可能な狩留家を実現する。何もないと言われ続

けた町の地域住民自治の達成（そのノウハウ）を社会に還元することで、本団体

の使命である「地域社会に貢献し、豊かな生活が出来る社会基盤の構築」を達成

する。 

 

＜2020 年度コロナ枠の実施概要＞ 

17 団体（うち広島県 3 団体） 

50,000,000 円（うち広島県 10,500,000 円） 

鳥取県テーマ：①障がい者就労・居場所支援／②高齢者の生活支援・居場所支援／③子ども・若者・

家庭支援／④地域コミュニティ支援 

島根県テーマ：①障がい者等就労・居場所支援 ②子ども・若者・家庭支援 

岡山県テーマ：①障がい者等就労・居場所支援／②外国人就労・居場所支援／③高齢者の生活支援・ 

居場所支援 

広島県テーマ：①外国人就労・居場所支援 

山口県テーマ：①外国人就労・居場所支援／②子ども・若者・家庭支援／③地域コミュニティ支援 
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＜助成団体の事業概要＞ 

NO 対象県 団体名 助成総額 実施期間 

1 鳥取県 NPO 法人大地 ¥2,500,000 2020 年 12 月～2021 年 11 月 

事業概要 コロナ禍の影響による利用者への工賃の減少を受け、これを昨年より取り組み

を始めた鳥取県特産ブランド品白ねぎの生産でカバーできないかと考えた。昨

年は、鳥取県農業改良普及所、JA、地元生産者の指導を受け、作付面積約 10a で

1 ケース 3kg を 600 ケースを出荷した。今年度はさらに出荷量を増やすため作

業工程を見直した所、収穫した白ねぎを保管、根切り作業をする場所（ビニール

ハウス）が、選別箱詰め作業場から 400 メートル離れており非常に効率が悪い

ことが判明した。この 2 つの作業場を一か所に集約し作業効率を上げるために、

白ねぎの保管場所と根切り作業ができる作業場を選別箱詰め作業場の隣に併設

する。 

2 鳥取県 N.K.C ナーシングコアコ

ーポレーション合同会社 
¥1,500,000 2020 年 12 月～2021 年 11 月 

事業概要 [買い物代行サービスの普及促進] 

“家族に頼る”から“地域で支え合う介護”への意識改革に向けて、今まさに困難に

直面している高齢者に対して通常定価の半額にて買物代行サービスを提供。ニ

ーズ把握や地域との関係構築をはかり、助成期間以降は通常価格で提供、持続可

能な運営モデルを鳥取県内各地へ広げる取り組みを展開します。買い物代行や

受診付添をはじめとした介護保険外サービスを活用した”介護の方法”を Web や

イベント等を通じて発信することで利用促進を図るとともに、高齢者の不安軽

減や生活の改善、更に子どもたちが仕事を辞めること無く経済を支え続けるこ

とができる社会の実現を目指します。 

3 鳥取県 NPO 法人こども未来ネ

ットワーク 
¥1,800,000 2020 年 10 月～2021 年 9 月 

事業概要 新型コロナウイルスの影響で今まで通りの活動方法を控えなくてはならない現

在、不安を感じる方にも当団体の活動を発信していく為に、オンラインの環境を

整備する必要がある。舞台芸術、メディア講座、アナログゲームを自宅などでオ

ンラインで観ることを可能にして、情報発信の範囲を広げる。また、分身ロボッ

ト OriHime を活用することにより、今まで病気などで参加することができな

かった子どもたちが参加できる機会をつくる。そして、新型コロナウイルスが終

息した時には、再び生の舞台や講座、一緒にアナログゲームを体験するという、

人との繋がりを大切にした活動を再開することと、オンラインの良さを生かし

た活動も続けていく。 

4 鳥取県 NPO 法人智頭の森こそ

だち舎 
¥2,000,000 2021 年 3 月～2021 年 12 月 
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事業概要 本事業は特に情報のギャップ解消に着目して、『田舎子育て』という選択肢を社

会に提示するために、今までの取組を効率よく必要な方に必要な形で届けるた

めに以下の事業を実施したいと思います。 

①団体ウェブサイトの発信力の強化（魅力化や情報の一元化（アーカイブ化）、

ウェブ広告） 

②発信情報の質の向上（動画配信の開始、オンライン視察・勉強会等への挑戦、

活動紹介の充実） 

③多様な移住希望者の立場・移住形態に即した情報発信（上映会等） 

また、上記とりくみを通じて、段階的・効果的に移住という行動に繋げていくこ

とで 

④子育て世代の都市部からの移住実績を積み上げていく事 

5 鳥取県 NPO 法人トラベルフレ

ンズ・とっとり 
¥2,000,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 

事業概要 ・鳥取県内及び近県の高齢者や障がい者、その家族(介助者）を対象とした、鳥

取県を巡る安心・安全で魅力的なマイクロツーリズム（近隣旅行）のモデルコー

スを創出。 

・鳥取県の東部、中部、西部で 3 つのモデルコース（1 泊 2 日）を設定し、各 

1 組（2～4 名程度）が参加。 

・with コロナ期であり、事業対象者である高齢者や障がい者が抱える社会課題

（旅行に行きたくても行けない）を解決するため、下記の方針に沿い催行する。 

①自宅、観光・宿泊施設間の移動手段は全てＵＤタクシーを使用し、ドアツード

アで送迎する。 

②十分な感染症防止対策を取り、ソフトもハードもバリアフリー対応に積極的

な観光・宿泊施設のみを利用する。 

6 島根県 NPO 法人あったかいい

ねっと 
¥5,000,000 2021 年 1 月~2021 年 12 月 

事業概要 １．生きづらさを抱えた方々がいつでも安心して過ごせる居場所「支援ハウス」

を現事業所の隣に作る。 

２．スタッフを付け生きづらさを抱える方 （々対象者）の得意を引き出す様々な

仕事（農作業、家事援助、介護、運転、事務等）を企画し体験。デイサービスや

サロン活動、畑など仕事体験の場を提供。小人数限定し丁寧に関り、対象者の自

己肯定感を高め、個々得意な仕事を引き出し活用し、個々に仕事試行の機会をつ

くり、自立や就労に向け支援。他応援企業を探しＰＲ。 

３．関わるスタッフ・対象者に、低額だが賃金を支給し、得意をいかしたモデル

事業を模索、試みてもらう。次年度新規事業起業の準備を行う。 

7 島根県 NPO 法人 YC スタジオ ¥5,000,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 
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事業概要 現行の福祉制度に乗っている障がい者（手帳保持者）は勿論のこと、手帳は持っ

ていないが様々な事情で就労できない若者等（＝就労弱者）と、就労していたが

がコロナ不況により失職した若者等（＝健常協働者）が一緒になって、農と食の

アートと IT を通じ、彼らの個性の活かせる新しいビジネス、企業でも福祉就労

でもない第三の道（＝ソーシャルファーム）を立ち上げます。 働くことが喜び

になるよう、就労弱者が企画段階から参加してアイデアを出し、協働者と共に対

等に仕事を創って行くことをミッションに、彼らの得意な IT と独創性を活か

し、農と食に関わる一連仕事のラインを基礎固めをします。 

8 岡山県 NPO 法人未来へ ¥3,100,000 2020 年 12 月～2021 年 11 月 

事業概要 概要としては、ビジネスマナーやコミュニケーショントレーニング等を通して

の職業訓練、企業での職場実習（通所前期・中期）等を行い、一般就労をする上

で必要なスキルを身に着ける。本事業では、利用者の職業訓練の向上はもちろん

のこと、当団体が行っている他事業の利用者の方々との交流を行い、心理的安全

の確保や居場所支援など情意的側面への支援も同時に行っていく。また、美作県

民局管内では一般就労に向けた支援が、1 か所のみであり、周知されていない為

周知活動も行い、利用者の環境を整備していく。 

9 岡山県 NPO 法人まこと ¥4,700,000 2020 年 12 月～2021 年 5 月 

事業概要 障がい者の特性を活かした就労として衛生、清掃事業の参入は社会問題の解決

にも繋がる可能性があります。孤独死やゴミ屋敷は年々増えており、これは貧

困、心の障がい、引きこもり、8050 問題など複雑に絡み合っています。地域で

活動する就労継続支援事業所のメンバーがプロから本物の清掃を学び、衛生環

境を整え、キレイを保つことでウイルス感染予防対策にもなる仕事を身に付け

ます。また、遺品整理、生前整理で出た不要な物は B 型事業所が担当し、なる

べくリユース、リサイクルをし廃棄物 0 を目指します。障がい者就労が下請け、

内職から脱し、営業から受注、自らの力で完結出来る仕事の獲得を事業所連携に

より倉敷全域の活動とします。 

10 岡山県 NPO 法人ペアレント・サ

ポートすてっぷ 
¥1,500,000 2021 年 3 月～2022 年 1 月 

事業概要 障がい児の保護者がコロナ感染拡大防止の外出自粛等の状況により孤立化し不

安やストレスを募らせてしまうことを軽減する目的で、不安な事に対する対処

方法、専門家による助言、様々な支援の紹介などを行う動画コンテンツを専門家

や支援者等の協力を得て作成し公開していく。継続して公開される動画コンテ

ンツを視聴することで保護者は理解者との繋がりを感じることができモチベー

ションの維持や心理的安心感を得ることができる。 

11 岡山県 NPO 法人メンターネッ

ト 
¥3,600,000 2020 年 11 月～2021 年 10 月 
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事業概要 施設の名称は、「ミーム テラス（Meme Terrace）」として、新型コロナウイ

ルス対策及び防災対策を備えた施設とします。 

①シェアハウスの運営：住居の確保（仕事やアルバイトを失った単身の外国人女

性 10 名を対象） 

②Web 相談・個別支援：在留資格・生活相談による安全・安心な仕事・留学・

生活の保護（個別支援を可能にする関係者・通訳者・専門家のネットワークを構

築します。） 

③日本語教育：再就職のためや地域で孤立させない日本語学習支援を重視しま

す。 

12 広島県 株式会社グローバルキャ

リア研究所 
¥3,500,000 2020 年 11 月～2021 年 9 月 

事業概要 求職中の外国人を対象に無料就職相談会等の支援を以下の内容で開催する。 

①具体的求職活動方法の支援：在留資格や職歴等をベースにコンサルティング。

求人の探し方、ハローワーク等の職業紹介機関、ネットの活用方法を紹介。本人

の希望により現在の在留資格から特定活動、特定技能等への切替えを支援する。  

②面接及び特定技能評価試験等対策：面接対策を実施。主に留学生を対象に特定

技能試験の受験ガイダンス相談会を実施。教材の紹介や学習方法の支援を行う。 

③日本語レベルアップ教育：日本語教育アプリを利用し、個人のレベルに合わせ

た指導を行う。学習のフォローを対面、電話、メール等で行う。 

13 広島県 一般社団法人グローカル

人材ネットワーク 
¥3,500,000 2021 年 3 月～2021 年 12 月 

事業概要 起業を希望し、起業に必要となる具体的なビジネスプランを有する外国人留学

生を塾生として集め、起業を志す塾生のニーズに沿ったカリキュラムを作成し、

塾生が起業に必要な知識やスキルを身に付け、起業に向けた活動を支援する。ま

た、具体的なビジネスプランは有していないが、起業に関心を持ち知識やスキル

を習得したい者をフェローとして集め、交流会を開催することによって、起業を

志す外国人留学生の孤立や孤独を解消する。 

14 広島県 NPO 法人安芸高田市国

際交流協会 
¥3,500,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 

事業概要 ○就労に必要な技術等を身に着けるための研修 

 ①パソコン教室(Word/Excel）の実施、②働くための日本語教室の実施 

〇就労を希望する外国人の就職活動支援 

 ③合同会社説明会の実施、④相談対応（メンタルケアやハローワーク利用の支

援（通訳等）、求人情報の紹介等）の実施 

○企業の外国人雇用理解を促進させる研修等 

 ⑤知っておきたい外国人雇用研修の実施、⑥外国人従業員との関係性を考え

る自己診断⑦職場でのコミュニケーション研修の実施 

15 山口県 青年海外協力隊山口県

OB 会 
¥1,500,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 
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事業概要 山口県では生活者としての外国人住民を支援する事業はほとんど取り組まれて

いない状態である。とりわけ定住者や専門的技能による在留資格者は、支援が必

要になった時には、生活者としての視点や配偶者や子どもも含めた家庭という

視点で把握すると共に、多様な関わりが必要となる。その家庭が適切な支援機関

につながることを支援する役割と、外国人住民の就労支援や子どもの日本語教

育などをモデル的に実施していくことで、相談機能と様々な事業を併せながら

継続的に外国人住民の生活を包括的に支えるしくみづくりを行う。また、外国人

住民がコロナ禍で受けた影響を調査し、外国人の現状把握を行い、包括的なしく

みづくりに活用する。 

16 山口県 NPO 法人山口せわやき

ネットワーク 
¥3,900,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 

事業概要 新型コロナの影響により、元々、経済基盤の弱いひとり親家庭など、子育て家庭

が急に仕事や収入が減り、あるいはなくなり、必要な食料品や生活物資が手に入

らないなど、経済的に厳しくなった場合に、自分で解決することができず、また

地域で助けを求めることができずに孤立してしまい、さらに状況を悪化させる

ことがないように、「困った」と連絡しやすい体制（連絡窓口設置）を整え、す

ぐに必要とする食料品や生活物資などを提供して、当面の危機を回避するとと

もに、根本的な課題解決ができるよう、関係機関と連携した支援を行う。さら

に、経済的理由で子どもたちの教育環境や進路に影響しないよう、学習支援や相

談などサポートを行う。 

17 山口県 NPO 法人 NO BORDER ¥1,400,000 2021 年 1 月～2021 年 12 月 

事業概要 ①JA の協力の元、農家から想いを込めて作られた規格外野菜（廃棄予定）を仕

入れ・買取。 

②障がい者就労支援施設キセキの障がい者の方に「想い野菜の詰め合わせ・加工

品」を作業発注。 

③子育て家庭を中心に栄養バランスの取れた食べやすい加工品を提供 

④安心して購入できる野菜および加工品の販路開拓（実売所、サイト販売） 

⑤規格外野菜の活用販売、障がい者の就労、子育て家庭の食事環境を向上させる

連携構築 

 

⑤令和 2 年度熊本豪雨災害支援活動 

7 月に発生した令和 2 年度熊本豪雨災害について、熊本県八代市における八代市災害ボランティア

センターの運営支援依頼を受け、3 回（8 月 4 日～8 月 14 日、8 月 18 日～30 日、9 月 11 日～16 日）

に渡り活動を実施した。主として、災害ボランティアセンターの運営に係る仕組み作り、復興過程（支

え合いセンター）も踏まえた地域との連携サポート、外部支援団体との調整等を行った。 

 

 

 


